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１．はじめに 

2018 年 4 月 9 日，島根県西部地震（Mj6.1）が発生した．地震直後の同県大田市役所設置の地震計の最大観測

震度は震度 5 強であったが，気象庁の推計震度分布では，大田市の広い範囲で震度 6 弱と発表された．しかし，

実際の被害は震度 6 弱に見合わないものであった．本論文では，震度推計に用いられた防災科学技術研究所の

地震計と大田市役所の地震記録を分析し，地震動のスペクトル特性を明らかにする． 

２．強震記録地点と強震記録の分析方法 

図-1 に大田市中心部の防災科研の推定震度分布と強震観測地点を示

す．気象庁の推計震度分布 1) では大田市の広い範囲で震度 6 弱であっ

た．また，近くの防災科学技術研究所（以下，防災科研と略す）の強震

計では計測震度 6 弱が記録され 2) ，その結果防災科研の推計震度分布

においても，大田市の広い範囲で震度 6 弱と推定された． 

図-2 に大田市役所周辺の 2 地点の地震計位置を示す．震央に近い大田

市中心部では，大田市役所の敷地内に設置された島根県の震度計（以下，

PREF 大田と称す）と防災科研の強震計 K-NET 大田（SMN006）の 2 つ

の強震計が近距離に設置されていた．強震計の設置距離はわずか 150 m

であるが，地質 3)は PREF 大田が後期更新世，K-NET 大田が新第三紀中

新世のデイサイト・流紋岩・火砕岩であり，両地点で異なる．PREF 大

田は大田市役所敷地西側に設置されており，局所的には平坦であるのに

対して，K-NET 大田は，南西側から延びる台地縁辺の北西・北東に法面

を有する凸地形の法肩の隅に強震計が設置されている．森ら 4)は，地震

直後に余震観測を行い，この強震観測の 2 地点の振動特性を比較して，

K-NET 大田における地形効果の可能性に言及した． 

そこで本論文では，本震当日に発生した地震を対象とし，2 地点の地

震計の加速度記録からフーリエスペクトルを算出し，地震動の分析を行

った．解析では，本震(M6.1)，最大余震(M4.9)と Mj4.0 と Mj3.5 の余震を

解析の対象とした．両者の記録はともにサンプリング振動数 100 Hz

であり，加速度記録からドリフト補正を行い，それを加速度値とし

た．そして，20.48 秒間のセグメントをオーバーラップなしで 1 個選

択した後，フーリエスペクトルを算出した．ここでは，水平成分(NS，

EW)のうち EW のみ示す．また，本震の加速度記録から，P 波が到達

する前の 20.48 秒間を 1 セグメントとして常時微動の解析対象とし，

フーリエスペクトルを算出した.ただし,K-NET 大田の常時微動記録

は P 波が到達する前の 10.24 秒間の記録を使用した． 

ここで，卓越振動数認知と値読み取りのために Parzen のウインド

ウバンド幅を 0.5 Hz 作用させた． 

３．結果と考察 

図-3 に PREF 大田におけるフーリエスペクトル EW 成分を示す． 

 図-1 大田市中心部の防災科研の

推定震度分布と強震観測地点

 
図-2 2か所の強震計周辺の地形
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また，図-4 に K-NET 大田におけるフーリエスペクトル EW 成分を示

す． 2 地点の本震(Mj6.1)において，卓越振動数 2.0Hz 前後に着目す

ると，PREF 大田では，振幅の値が 36 cm/s である．一方で，K-NET

大田では，180 cm/s と，PREF 大田に比べて K-NET 大田は 5 倍であ

る．また，本震以外の余震，微動においても同様に，PREF 大田では

2.0Hz 前後に振幅のピークが来ていないのに対し，K-NET 大田では

振幅のピークがある． 

卓越振動数 6.0 Hz 前後も同様に，PREF 大田では振幅が 80 cm/s に対

し，K-NET 大田では 130 cm/s と K-NET 大田が PREF 大田に対して

1.6 倍である． 

次に，本震当日の余震(Mj3.0 以上)のスペクトル最大振幅と地震の

規模を示すマグニチュードの関係を表す．図-5 にスペクトル振幅と

マグニチュードの関係を示す．ここで，スペクトルのピークは，Parzen

ウインドウバンド幅 3.0 Hz を作用させ，低振動数側の一番初めの振

幅のピークを対象に，ハーフパワー法により値を読み取った． 図-5

より，マグニチュードが小さい場合、近似曲線から 2 地点の記録に

それほど差はないが、マグニチュードが増加するにつれてスペクト

ル最大振幅の値は増加する傾向にある．K-NET 大田の最大振幅は

PREF 大田と比較すると大きい．振動レベルが大きくなるにつれて、

2 地点のスペクトル振幅の差は大きくなる傾向にある． 

1． 結論 

(1) 2 地点のスペクトル特性は EW 成分において， K-NET 大田の方

が PREF 大田と比べてスペクトル振幅が大きいということがわかっ

た． 

(2) 地震動が大きい場合の適切な震度推計を行うとき，マグニチュ

ードによるスペクトルの非線形特性を考慮する必要がある．今後は，自主的に実施した余震観測結果 4)と合わ

せて分析を行う予定である。  
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図 4 K-NET大田におけるフーリエスペク
トル EW成分

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

1000

0.1 1 10

A
cc

el
er

at
io

n
F

o
u
ri

er
 a

m
p

li
tu

d
e 

(c
m

/s
)

Frequency (Hz)

最大余震

M4.0

M3.5

微動

本震

PREF大田

y = 0.0012x5.989

K-NET大田

y = 0.0001x7.7217

1

100

1 2 4 8

P
e
a
k
 S

p
e
c
to

l 
A

c
c
e
le

ra
ti

o
n

 (
c
m

/s
)

Magnitude

PREF大田EW

K-NET大田EW

図 5 スペクトル振幅とマグニチュードの
関係

(M6.1) 

(M4.9) 

jsce7-153-2019

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                               2 / 2

http://www.tcpdf.org

